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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員

の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
駐
屯
地
隊
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご

家
族
様
共
々
明
る
い
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
二
類
か
ら
五
類
へ

と
位
置
づ
け
が
変
更
に
な
り
、
四
年
振
り
に
コ
ロ
ナ
前

の
日
常
の
生
活
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
岩
見
沢
駐
屯
地

も
創
立
七
十
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
記
念
行
事
が

盛
会
の
う
ち
に
終
わ
り
、
協
賛
団
体
の
一
つ
と
し
て
心

か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
支
部
も
「
隊
友
の

集
い
」
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
を
計
画
通
り
行
う
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
理
解
と
ご
協
力

の
賜
物
で
あ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
は
辰
年
で
、
辰
年
は
龍
の
年
と
も
言
わ
れ
、
力

強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
満
ち
溢
れ
る
一
年
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
支
部
も
そ
の
勢
い
に
の
り
、
よ
り
一
層
の
前
進
を

図
っ
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
駐
屯
地
所
属
部
隊
へ

の
協
力
で
は
、
隊
員
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
任
務
に
邁

進
で
き
る
よ
う
、
家
族
支
援
業
務
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
よ
り
深
め
ら

れ
る
よ
う
役
員
一
同
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
っ
て
各
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
ま
で
同
様
に
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

改
め
ま
し
て
、
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
一
層
の
ご

発
展
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。 

 

令
和
六
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
、
第
十
二
施
設
群
は
、
群
独
自
の
訓
練
に
加
え
、
第

十
一
旅
団
を
は
じ
め
と
し
て
他
職
種
部
隊
と
協
同
訓
練
を
積

み
重
ね
、
任
務
遂
行
に
必
要
な
練
度
を
総
合
的
に
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
四
年
ぶ
り
に
一
般
開
放
に

よ
り
、
岩
見
沢
駐
屯
地
記
念
日
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
小
職
以
下
、
駐
屯
地
隊
員
一
同
は
引
き
続
き
、

こ
の
岩
見
沢
の
地
に
お
い
て
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
精

強
な
部
隊
を
目
指
し
て
日
々
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
我
が
国
は
、
戦
後
、
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保

障
環
境
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
我
が
国
周
辺
国
な
ど
は
、
こ

の
十
年
間
で
軍
事
的
な
能
力
の
大
幅
な
強
化
に
加
え
、
ミ
サ

イ
ル
発
射
や
軍
事
的
示
威
活
動
を
急
速
に
拡
大
・
活
発
化
さ

せ
て
い
ま
す
。
第
十
二
施
設
群
及
び
岩
見
沢
駐
屯
地
と
し
て

こ
の
よ
う
な
状
況
を
深
く
認
識
し
、
各
種
事
態
に
対
し
て
即

動
し
、
任
務
達
成
で
き
る
ご
と
く
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
国
民
や
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め

に
は
、
昨
今
頻
発
し
て
い
る
想
定
外
と
呼
ば
れ
る
自
然
災
害

へ
の
備
え
に
も
万
全
を
期
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め

に
は
、
本
年
も
小
職
以
下
駐
屯
地
隊
員
一
人
一
人
が
し
っ
か

り
と
物
心
両
面
の
準
備
を
万
全
に
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

特
に
、
我
々
の
日
々
の
練
成
訓
練
に
際
し
、
ご
家
族
の
皆

様
に
は
大
変
な
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
ご
家
族
の
皆
様
や
、
地
域
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
応

援
と
ご
理
解
は
、
我
々
の
活
動
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
本

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
本
年
が
、
新
た
な
時
代
に
向
け
た
良
い
年
と
な
り

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
溢
れ

飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 



 第１２施設群（群長・山下１佐）は令和５年１０月３０日（月）から１１月８日（水）までの間、「令和
５年度演習場秋季定期整備」を実施しました。 
整備隊長（群長）は、開始にあたり「施設技術の発揮」「安全管理の徹底」の２点を要望しました。 
 第１２施設群は北海道大演習場島松地区、然別演習場（５旅団支援）、矢臼別演習場（１４施設群支援）
及び孫別演習場岩見沢の４箇所に分かれ方面の「道場化」に寄与しました。 
 第３９８施設中隊（中隊長・神谷１尉）は北大演１０号道の装軌車道維持整備（２００ｍ）を担任し、３
６０㎥（ダンプ約６５台）の骨材を敷き均し整形した他、混成で装軌車道整備（２７㎞）や方面直轄部隊に
対する施設技術指導を実施しました。第３９９施設中隊（中隊長・松村１尉）は北大演第２戦車道の路盤強
化整備（４０ｍ）を担任し、新素材の「Ｄ・ＢＯⅩ」を活用し路盤強化及び排水性の向上を図りました。第
４００施設中隊（中隊長・古市１尉）は北大演装輪車道整備（２７㎞）、溜枡浚渫、方面直轄部隊支援（伐
採・ＲＣ堆積土除去）等を実施しました。第３０２坑道中隊（中隊長・高野１尉）は然別演習場で第５旅団
が担任する戦車射場拡張工事を支援しました。本部管理中隊（中隊長・内城１尉）は岩見沢孫別演習場で外
柵整備及び倒木除去（約２３０本）、偵察班は矢臼別演習場でドローンによる測量支援を実施するとともに
北大演島松地区の第２戦車道からドローンの映像を恵庭地区の指揮所に伝送するなど積極的にＩＣＴの活用
に取り組みました。 
 １１月３日（金）には防衛モニター及び駐屯地モニターに演習場整備での作業内容や隊員の雄姿を見学し
ていただいた後、隊員が野外炊具で作った昼食を食べていただき「野外炊具で何百人もの食事を作るのは大
変ですががんばってください。すごくおいしかったです。」とコメントをいただきました。 
 演習場定期整備は毎年春と秋に実施しており訓練基盤の充実整備を重視するとともに、方面直轄部隊に対
し、積極的な施設支援や技術助言等を実施して、方面隊全体の施設技術向上に寄与しています。また、建設
機械操作手の育成や新技術のＩＣＴ施工等に積極的に取り組んで練度向上に努めています。 
 第１２施設群は第３施設団の基準杭としてこれからも施設技術の向上と研究心をもって日々訓練に邁進し
ていきます。 
 

令和５年度演習場秋季定期整備 

10号道整備 ２戦車道整備 防衛・駐屯地モニターの昼食の様子 

 

第
12
施
設
群
（
群
長
・
山
下
１
佐
）
は
、
令
和
５
年
11
月
16

日
（
木
）
か
ら
5
日
（
土
）
の
間
、
上
富
良
野
演
習
場
（
森
戦
闘

射
場
）
に
お
い
て
「
令
和
５
年
度
Ｍ
Ｂ
Ｒ
Ｓ
投
射
訓
練
」
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 

Ｍ
Ｂ
Ｒ
Ｓ
（
92
式
地
雷
原
処
理
車
）
は
、
地
雷
原
処
理
用
ロ

ケ
ッ
ト
弾
を
発
射
し
、
数
珠
繋
ぎ
状
に
な
っ
た
爆
破
薬
に
よ
っ
て

敵
の
地
雷
原
に
通
路
を
開
設
し
て
我
の
機
動
を
容
易
に
し
ま
す
。 

 

こ
の
訓
練
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
駆
使
し
、
機

動
支
援
中
隊
と
し
て
効
果
的
な
障
害
処
理
能
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。 

 

当
初
、
岩
見
沢
駐
屯
地
及
び
孫
別
演
習
場
に
お
い
て
、
事
前
訓

練
・
予
行
を
実
施
し
、
練
度
を
向
上
さ
せ
た
後
、
訓
練
場
を
上
富

良
野
演
習
場
へ
と
移
動
し
投
射
訓
練
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

戦
闘
射
場
で
は
、
地
雷
原
処
理
用
ロ
ケ
ッ
ト
弾
を
投
射
し
た
際

の
敵
陣
地
に
対
す
る
効
果
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め
、
弾
着
区
域

内
に
露
天
掩
体
及
び
簡
易
掩
壕
を
構
築
し
内
部
に
板
や
風
船
を
設

置
し
て
爆
破
に
よ
る
衝
撃
が
人
員
に
及
ぼ
す
影
響
を
確
認
し
ま
し

た
。 

 

第
12
施
設
群
は
、
今
後
も
貴
重
な
実
射
訓
練
を
重
ね
て
、
障
害

処
理
能
力
を
向
上
を
図
る
た
め
、
日
々
訓
練
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

 
 

  令
和
５
年
度
Ｍ
Ｂ
Ｒ
Ｓ
投
射
訓
練 

投射準備 

投射の様子 



隊 友 会 だ よ り 

令和５年度岩見沢支部忘年会の開催 

 札幌地方隊友会岩見沢支部は小雪降る１２月１６日（土）の夕、市内の結婚式場において恒例行事である忘
年会を隊友３０名、岩見沢駐屯地から第１２施設群長 山下１佐以下指揮官・幕僚・先任上級曹長等の２５名、
支部特別会員である岩見沢市議会議長１名の合計５６名の参加をもって４年振りに開催しました。また公務の
ため参加できなかった総務副大臣 渡辺衆議院議員、留萌市選出の浅野道議会議員より丁重なメッセージとご
祝電をいただきました（両先生も支部特別会員）。 
 会は藤原支部長の開会の挨拶後、駐屯地司令 山下拓路１佐、峰議長からご祝辞を頂くとともに、松平業務
隊長の乾杯により祝宴となりました。 
 司令からは隊友会と連携した隊務運営への期待、峰議員からは自衛隊を支える隊友会員と隊員の日頃の教育
訓練への敬意と益々の防衛基盤の増強等についてのお話を頂きました。岩見沢市民と自衛隊との架け橋となる
べく活動を続けている支部にとりましては励みとなるものであります。 
 祝宴の中で、余興としての抽選会では当選確率５０％強であり笑顔は更に広がりました。またそれぞれの
テーブルでは互いの近況報告と思い出話、現役隊員からは平素の教育訓練の苦労話などの会話で盛り上がり、
限られた時間の中で楽しく語らい飲んで食べて１年の疲れを癒すことができました。 
 宴の最後は、第１２施設群副群長 渡邉２佐により来年も元気に活躍することを祈願する万歳三唱をもって
令和５年度支部忘年会を盛会のうちに締めくくることができました。 

札幌地方隊友会岩見沢支部 
副支部長 髙栁 敏光 

岩見沢駐屯地の実施する冬の交通安全運動への参加 

 支部は１１月１４日（火）の小雪が降る中の早朝、岩見沢駐屯地の実施する冬の交通安全運動に参加
し駐屯地部隊と合同で「旗の波作戦」を実施しました。 
 岩見沢駐屯地正門前を走る道道岩見沢桂沢線沿いにて、駐屯地隊員とともに支部長以下隊友８名を
もって通過する車に交通安全を呼びかける黄色の「交通安全旗」の旗振りを行い交通安全意識の高揚を
図りました。本行事は岩見沢駐屯地が、北海道庁・北海道警察などが主催する冬の交通安全運動に合わ
せ実施しているものです。 
 約３０分の短い間ではありましたが、年齢６７歳から７５歳までの隊友は隊員とともに元気に旗をは
ためかせました。通行した車両約１１０台の中には手を振り激励の挨拶も頂きました。岩見沢駐屯地と
ともに冬の安全運転・事故防止意識の向上に寄与することができました。 

参加者集合写真 同じテーブルで楽しむ現職隊員 

参加者集合写真 
駐屯地前を通行する車に 
呼びかけする隊友 



昇 

任 

人  事  往  来 

 

【
第
12
施
設
群
】 

１
等
陸
尉
へ 

 
 

松
村 

 
 

卓 
 
 

（３
９
９
施
中
） 

１
等
陸
曹
へ 

 
 

武
蔵 

 
 

健 
 
 

（本
管
中
） 

 
 

山
口 

由
仁 

 
 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

榎
木 

正
人 

 
 

（３
９
９
施
中
） 

２
等
陸
曹
へ 

 
 

杉
本 

一
生 

 
 

（本
管
中
） 

 
 

冨
所 

  

満 
 
 

（３
９
９
施
中
） 
 
 

笹
谷 

卓
矢 

 
 

（３
０
２
坑
中
） 

 
 

宿
南 

幸
太 

 
 

（３
０
２
坑
中
） 

 
 

作
田 

尚
之 

 
 

（３
０
２
坑
中
） 

３
等
陸
曹
へ 

 
 

小
﨑 

優
也 

 
 

（３
９
９
施
中
） 

 
 

須
藤 

千
晴 

 
 

（４
０
０
施
中
） 

 
 

塚
脇 

帆
加 

 
 

（４
０
０
施
中
） 

陸
士
長
へ 

 
 

野
田 

陽
菜 

 
 

（本
管
中
）  

 
 
 
 
 
 

 
 

 
    

下
モ 

知
瑛 

 
 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

阿
部 

海
翔 

 
 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

櫻
井 

 
 

楓 
 
 

（３
９
８
施
中
） 

 
 

平
野 

倫
司 

 
 

（３
９
９
施
中
） 

 
 

秋
山 

蒼
太 

 
 

（４
０
０
施
中
） 

 
 

佐
々
木 

琉
星 

 

（３
０
２
坑
中
） 

１
等
陸
士
へ 

 
 

成
田 

大
翔 

 
 

（本
管
中
） 

 
 

下
坂 

な
つ
め 

 

（４
０
０
施
中
） 

    

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】 

３
等
陸
曹
へ 

 
 

山
本 

涼
介 

陸
士
長
へ 

 
 

神
谷 
一
穂 

 

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】 

１
等
陸
曹
へ 

 
 

米
田 

裕
貴 

 

【
業
務
隊
】 

２
等
陸
尉
へ 

 
 

近
藤 

大
秋 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

（
以
上
、
１
月
１
日
付
） 

   

３９８施中 山内２曹 
長女 天音（あまね）ちゃん 

Ｒ５．１０．２９生 

本管中 畑澤３曹 
妻 舞子（まいこ） さん 
Ｒ５．１２．２５入籍 

 
 
 
 
 
 
 
・親孝行する。 
       本管中 海老澤３曹 
・私生活を充実させる 
       ３９８施中 岩﨑３曹 
・怪我をせずに仕事に邁進する 
      ３９８施中 志賀３曹 
・日々努力 
      ４００施中 沖田３曹 
・陸曹目指して頑張ります。 
      ３０２坑中 星野士長 
・初志貫徹 
      業務隊 松田事務官 
・早寝早起き 
      業務隊 吉田事務官 
・去年の学びを活かし、日々成長し続ける 
      業務隊 山本事務官  
 
 
 
                             
 
 
 

 
 
 
 
 
 
・広い視野、家族円満！ 
      ３９８施中 川戸２曹 
・タバコの本数減らす。 
      ３９８施中 門間３曹 
・焔雲だせるように頑張ります。 
      ３９８施中 森３曹 
・安全第一 
      ４００施中 大橋３曹 
・体力向上 
      ４００施中 山田３曹 
・一生懸命 
      ２直支 堀２曹 
・無病息災 
      ２直支 鈴木３曹 
 
 
 
                             
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・群検閲「優秀」を目指し、隊務の充実を
図る。 
       群本部 山下１佐 
・常に頭をフル回転して職務を遂行する。 
       群本部 陶山３佐 
・「おもいやりの心を常に持つ。」 
       群本部 中山２尉 
・常に明るく前向きに健康管理に留意す
る。 
       群本部 長谷川２尉 
・新しい趣味をみつける。 
       本管中 西原准尉 
・体力の更なる向上と腹筋６パックの形成 
       本管中 細野曹長 
・怪我をしない 
       本管中 石川１曹 
・施設科を愛し１２群を愛し「広報魂」全開
で活躍します。 
       本管中 堤１曹 
・健康第一 
       ４００施中 新岡２曹 
仕事の効率化、残業減 
       ２直支 坂梨曹長 
・団 結 
       ２直支 須合曹長 
・ハッピーリューイヤー 
       ２直支 多田２曹 
・フルマラソンサブ３．５ 昨年以上に健
康管理に留意する。 
       業務隊 齊藤曹長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                             
 
 
 

２ ０ ０ ０ 年 生 ま れ 

１ ９ ８ ８ 年 生 ま れ 

１ ９ ７ ６ 年 生 ま れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自己成長を果たし、人間関係を大切にす
る  
       業務隊 上村２曹 
・初志貫徹 
       業務隊 山崎事務官 
 
 
 
 
 
                             
 
 
 

１ ９ ７ ６ 年 生 ま れ 

第２直接支援中隊 本多３曹 
次男 大晟（たいせい）くん 

Ｒ６．１．５ 生 

異

動 

★
転 

入
★ 

 

【
第
12
施
設
群
】 

第
３
９
９
施
設
中
隊 

 

曹
長 

 

坂
井 

大
地
（幹
候
学
・久
留
米
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（1
月
24
日
付
） 

 

３４５会計隊 山本（宮本）２曹 
夫 泰地（たいち） さん 
Ｒ５．１１．２２入籍 



省エネ・節電のスペシャリスト 

岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3300円 

 
（５名様から） 

北の国から 

SNACK 

代表取締役 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

松 浦  淳 一 

エックス インスタグラム ホームページ 岩見沢駐屯地の活動や訓練、イ

ベント情報などを随時更新して

います。 

是非ご覧になって下さい。 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 五十嵐 一朗 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 



 岩見沢駐屯地（司令・山下１佐）は令和６年１月１０日（水）「令和６年訓練始め」を実施しました。 
訓練始めとして今年１年の勢いをつけるため、綱引きを行いましたた。参加チームは第１２施設群の群本部及
び各中隊の５個チームと第２直接支援中隊及び業務隊の全８個チームのトーナメント戦で行い、各部隊、中隊
は独自の作戦で勝負に挑み実施者も応援者も一丸となり真剣に綱引きに取り組み、大いに盛り上がった訓練始
めとなりました。 
 勝ち上がった本部管理中隊と第３０２坑道中隊が決勝戦で対決し本部管理中隊が見事優勝を勝ち取りました。 
 本訓練始めを通じ、岩見沢駐屯地は新年から部隊の団結の強化及び士気を高揚させ、令和６年の隊務を力強
くスタートすることができました。 

熱い応援をする隊員 

第４００施設中隊 群本部 

業務隊 

優勝した本部管理中隊 

二十歳を祝う行事 

野
田
士
長 

 
 

（本
管
） 

大
森
士
長 

 
 

（３
９
８
中
） 

岡
田
士
長 

 
 

（３
９
８
中
） 

阿
部
士
長 

 
 

（３
９
８
中
） 

櫻
井
士
長 

 
 

（３
９
８
中
） 

小
川
士
長 

 
 

（３
９
９
中
） 

宮
田
士
長 

 
 

（３
９
９
中
） 

山
田
士
長 

 
 

（３
９
９
中
） 

平
野
士
長 

 
 

（３
９
９
中
） 

外
屋
敷
士
長 

 

（４
０
０
中
） 

山
田
士
長 

 
  

（４
０
０
中
） 

秋
山
士
長 

 
  

（４
０
０
中
） 

泉
谷
士
長 

 
  

（３
０
２
中
） 

佐
々
木
士
長 

 

（３
０
２
中
） 

神
谷
士
長 

  
 

（２
直
支
中
） 

  

駐屯地朝礼で抱負を述べる隊員 駐屯地司令から岩見沢産ワインを贈呈 

中
隊
長
等
と
の
会
食 

揮毫後の記念撮影 

抱負を湯呑みに揮毫しました 


